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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・六角堂祭への参加利用者様3名を3/28までに決め、小嶋SGMへ報告すること。
・GWの行事（4/30、5/3、5/4）について、3/27のカンファレンス内で報告するため、カンファレンス出席者は報告できるようにしておくこと。

・春の会の案内が掲示されているので、勤務以外の不参加届はSGM、AOMの確認後4/6（金）までに精神領域は庶務吉田勝子さんに提出すること。勤務の不参加届は勤務表が発表になり次第提出すること。

・倉橋生子様：3/27（火）退院予定となっており、4/2（月）よりデイナイトケア利用予定となっている。座る位置なども十分検討し決定すること。
・昇格試験があるので、対象者は試験を受けること。

・3/28（水）の勤務変更　柴崎：DNC遅番→日勤、馬場：日勤→DNC遅番

・小嶋SGMが3/29（木）から4日間不在となるため、発注や決裁が必要なものは早めに提出すること。

・物品発注について

　⇒浴室天井等の清掃に使用する高圧洗浄器の購入について稟議書を提出している。脚立は購入予定。

・鍵の保管について

⇒4/1から服部さんの勤務時間が変更になるため、青陽館の鍵は青陽館で管理することになる。実際には4/2（月）に鍵を病院から持ってきた後は鍵を病院へ戻さず、青陽館で保管することになる。夜間の鍵の保管場所を1階食事台車置き場の中とし、日勤者が出勤時鍵を持って行き、遅番者が退勤時鍵を戻していく。

※このことを全勤務スタッフに周知すること。

・青南病院外来より
　青風荘などで、風邪やインフルエンザなどで受診を希望する場合には、午後であれば対応可能となる。
［研修］
・3/28（水）　外部研修　認知症セミナー　　場所：八戸パークホテル

［提出物］

・疾患別診療計画書：医師の評価が必要な利用者様分は3/28（水）17：00までに作成し、医師の評価をもらってから、利用者様に説明し、サインをもらう。医師の評価が必要ない利用者様分は、利用者様からサインをもらい、どちらも4/7（土）までにアップロードすること。

・3月月報：4/4（水）17：00まで。

・3月経過録：4/9（月）朝までにアップロードし、小嶋SGMに報告すること。

＜利用者情報＞

デイケア
・上川原　豊様～来所時、スタッフに薬の空包とチェック表を提出し確認、全て揃っている。金融機関に電話する要件があると話しているが、生活の上で心配なことはないと話しており、今後問題が出てきた際には相談して欲しいことを伝えている。プログラムには、自発的に参加しており定時まで落ち着いて過ごしている。
・磯島　貴広様～体調について、最近体重が増量し8ｋｇ増加したことを話している。理由について、｢母様が料理を沢山作るんです｣と話しており、炭水化物を多く摂取してしまうことと、間食もパンるを摂取することを話している。現在、減量したいため、炭水化物を控えるようにしているとのこと。今後も、健康チェック時、経過観察としていく。
デイナイトケア

・倉石ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、3/23(金)の帰荘後、痛みの訴えが聞かれており、なかなか立ち上がることが出来ず歩行困難な様子が見られるため、ポータブルトイレを用意していたとのこと。20：30体温37.0℃、3/24(土）は35℃～36℃台で経過し、その後は発熱なく過ごしていたとのこと。腰痛が継続しているため、カロナール錠を2回服用したとのこと。また、部屋に戻るとホールまで降りてくることを嫌がっていたが、食事、足洗い、嗜好品（喫煙）は自ら行えていたとのこと。3/26に、奥寺整形外科を受診し、骨粗鬆症による圧迫骨折と診断を受けており、左右の臀部に痛み止めの注射をして、湿布で処置している。処方薬は、エディロールカプセル（0.75）30日分。また、夕食の移動を頑なに拒み、スタッフの促しに対し、寝たふりをしたりと聞き入れようとしない様子が見られていたとのこと。本日は、スタッフの付き添いにて来所し、腰の痛みを訴えている。トイレに行く際にはスタッフを呼び手引きにて歩行しているが、ゆっくりと自ら歩行することは可能である。

・鈴木真知子様～昼食後に眩暈の訴えがあり、13：00体温37.2℃、血圧130/84ｍｍHg、脈拍73回/分にて静養室で休養している。外出要求は聞かれない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。
・大下　良悦様～3/26（月）運動療法プログラムが始まっても、生活指導室の椅子に座った状態で、表情は強張り何度も腕時計を見ている。スタッフより運動への参加の声掛けを行うが、同状態で全く反応することはない。次の筋トレのタイミングで声を掛けると、参加はするも腕時計を何度も見ている。昼食後に体調について尋ねると「大丈夫じゃないです」と話しており、気になることがあるのか尋ねると「時計が･･･」と話しており、詳細については時間が気になるとのこと。「何もあるわけじゃないんですけど、気になって」と話している。午後のプログラムでも、何度も時計を見ているため、理由を尋ねると、「朝から電波時計に電波マークが表示されなくて気になってる」「10時くらいに表示されましたが、完璧主義で明日の2時まで表示が継続しないと気になるので2時に確認しないと安心しません」と話している。体調のためにも無理せずに睡眠をとるよう促している。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。昨日は時計を気にして、動きが止まることが見られていたが、本日は表情は良く、スタッフの声掛けにも返答すること出来ている。青風荘スタッフより本日は服薬セットの日であることを伝えられると、5分程椅子に座ったまま動きが止まることが見られている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。

・馬渡　武光様～青風荘より情報提供があり、帰荘後おやつの時間に小野寺ノリ様のお菓子を盗食しているのを見かけた利用者様がスタッフに伝えており、スタッフより強力指導を受けたとのこと。本日来所後は、盗食するような様子なく過ごしている。
・千葉　輝夫様～うみねこ幸房廃業に伴う食事の件について、本日息子様が来所された時に説明する予定としている。

ナイトケア

・下妻　康貴様～3/26（月）来所後、背筋力測定に挑戦しており、測定後、腰が痛いと話し、動くことが出来なくなっている。時間が経過しても、痛みは変らず、動くことが出来ない状態で、当院看護師、主治医へ情報提供し、八戸市民病院へ救急搬送されている。レントゲン、CT検査を実施し、第2腰椎椎体骨折疑いと診断。痛みが強い状態である為、同院へ入院し、経過観察をすることとなる。入院期間は未定で、今後MRI等の検査実施後に今後の方向性を決めていくとのこと。家族へ今後の方向性が決まり次第連絡を頂きたいことを伝えている。

・三浦　繁雄様～（デイケア利用者）3/26（月）、内科受診をする為デイケアを欠席し、受診結果の報告の電話連絡がある。脇腹に痛みがあり、石田温泉病院を受診したが、異常なしと診断されたとのこと。その後、不安があるため八戸整形外科も受診したが、異常なしと診断されたとのこと。「明日のデイケアには行きます」と話し電話を終了している。

＜ゴールデンウィークの行事＞

【デイケア】

　4/30（月）:昼食豚汁作り、午後は周辺散策

　5/3 （木）：DVD鑑賞

　5/4 （金）：史跡根城の広場に行き、お弁当を食べる

【デイナイトケア】

　4/30（月）：午後に三八城公園に花見（2人ずつ2グループ）

午前：カラオケ、DVD鑑賞、レクリエーション

　5/3 （木）：4/30と同じ　他に牛乳パックを利用したしおり作り

　5/4 （金）：午前は4/30と同じ、しおり作り

　　　　　　 昼食は500円位の弁当を食べる（汁を作り、市販のプリンかゼリー付）

　　　　　　 午後はお好み焼きを作って食べる

※次年度の祝日プログラムは企画のとりまとめの担当を割り振っていく。
＜細谷地様の事故の振り返り＞

3/21（水）の15時の薬の服用がされなかった。気付いたのは翌日の午前であった。

当日の勤務者⇒1階にいたスタッフ:柴崎･佐々木･･･不在　工藤･慶長･藤田･･･桜餅作り

【問題点と今後の改善点】

　・利用者様が帰る前（16時）にその日の服薬ボードを確認する

　・1階にいたスタッフが茶話会に間に合わせるため、おやつ作りに集中しすぎていた。

・細谷地様の1日分の服薬確認を朝のうちに手帳に記入していた。

⇒服薬時間毎に服薬確認をしたらサインをする。服薬チェック表を作成し、活用する。

　・15時の薬の服用時間をおやつを食べるため、16時に変更していたが、スタッフに周知されていなかった。

＜遅番勤務時の緊急対応について＞

　連絡の順番：

　準夜チーフ→当直医（電話に出ない場合）→準夜チーフ

　精神科救急当番の場合には、看護師が待機しているので、連絡し状態を相談してみる

　

　受診が必要となった場合、救急車を呼ぶかどうかは、本人の状態や希望により決定する

　動ける場合→緊急性が高くなければ、デイズやガイアで救急病院を受診

　動けない場合･緊急性が高い場合→救急車を呼び、スタッフ1名が同行する

　家族や関係機関への連絡

　家族連絡することを本人に伝え、了承を得てから家族へ連絡する

　関係機関（青明舎、グループホーム世話人など）に連絡する

受診に同行する場合の持ち物

　本人の情報（経過録、処方内容のわかるもの）、保険証、本人の荷物や履物

　同行スタッフはお金と携帯電話を持つ

　受診が終わったら

　タクシーで帰ってきて、領収証を医事へ提出→後日お金を受け取る

　今後緊急受診が必要となる可能性があるのは･･･

　ナイトケア　八木橋牧雄様

　

受診の際には、主治医から診療情報提供書が受診先の病院にファクスで送信され、後日原本を郵送している。

※緊急時の対応について、その場になるとあわてると思われるので、日頃より手順などについて把握しておくこと。

